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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

 

回次
第63期

第１四半期
連結累計期間

第64期
第１四半期
連結累計期間

第63期

会計期間
自 平成25年10月１日
至 平成25年12月31日

自 平成26年10月１日
至 平成26年12月31日

自 平成25年10月１日
至 平成26年９月30日

売上高 (千円) 3,907,413 3,301,083 17,550,081

経常利益 (千円) 701,608 642,574 2,854,882

四半期（当期）純利益 (千円) 501,443 480,572 1,812,376

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 570,794 478,459 1,964,221

純資産額 (千円) 39,404,539 40,092,183 39,904,600

総資産額 (千円) 44,815,479 45,633,612 45,074,688

１株当たり四半期（当期）純利
益

(円) 19.19 19.12 71.11

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 87.9 87.9 88.5
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益については、潜在株式がないため記載しておりません。

 

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容に重要な変更は

ありません。

　また、主要な関係会社においても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生、又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等

のリスク」についての重要な変更はありません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

 

(1) 経営成績の分析

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府や日銀による経済政策・金融緩和の効果により、企業収

益・雇用環境の改善など緩やかな景気回復傾向がみられるものの、消費税増税や円安の進行に伴う物価上昇による

実質賃金の目減りで個人消費の低迷が懸念されるなど、依然として先行き不透明な状況が続いております。

肥料業界におきましては、農産物の生産コストの見直しや耕作面積の縮小などから肥料の国内需要は減少傾向が

続き、価格面では年２回肥料価格の改定を行う２期制により農家は価格動向に敏感となっており、その変動が需要

動向に影響しております。

このような状況のもと、主力の肥料事業におきましては、顧客ニーズに対応した製品の開発・提案と技術指導等

の付加サービスを伴う営業活動を推進するとともに、生産効率の改善や経費圧縮を図ってまいりました。

商社事業におきましては、国際市況、国内需要動向や外国為替変動等を注視しつつ受注の拡大に努めるととも

に、輸入コストの低減など経費圧縮を図ってまいりました。

不動産賃貸事業におきましては、所有している賃貸物件ごとの収益性や稼働率の向上を図り、その他事業ではホ

テル・運送・倉庫の各部門とも稼働率や顧客サービスの向上等により収益力の強化を図ってまいりました。なお、

新規参入の太陽光発電事業につきましては、北海道・苫小牧市の施設工事も順調に進行しており、当初の予定通り

平成27年１月より売電を開始する見込みであります。

当第１四半期連結累計期間における業況につきましては、消費税増税前の駆け込み需要があった前期と比較し、

肥料事業、商社事業で影響を受け減収となっております。

当第１四半期連結累計期間における連結売上高は33億１百万円（前年同期比15.5％減）、営業利益は４億54百万

円（前年同期比18.9％減）、経常利益は６億42百万円（前年同期比8.4％減）、四半期純利益は４億80百万円（前年

同期比4.2％減）となりました。

 

EDINET提出書類

日東エフシー株式会社(E01037)

四半期報告書

 3/17



 

セグメント別の概況は以下のとおりです。

（肥料事業）

消費税増税前の駆け込み需要による影響があった前期に対し減収となりました。生産効率の改善や経費削減等に

より収益性の向上に努めましたが、売上高24億57百万円（前年同期比10.1％減）、営業利益３億64百万円（前年同

期比21.4％減）と減収減益となりました。

（商社事業）

前期は、消費税増税前の駆け込み需要があったことに加え、１月以降に売上高がずれ込んだ影響もあり減収とな

りました。経費削減等を図り収益性の向上に努めましたが、売上高３億91百万円（前年同期比47.3％減）、営業利

益20百万円（前年同期比68.9％減）と減収減益となりました。

（不動産賃貸事業）

平成25年10月に完成したＮＦＣ名駅ビルが期初より業績に寄与いたしました。また、既存の賃貸物件ごとの稼働

状況の改善を図るとともに、経費削減等により収益性の向上に努めました。この結果、売上高３億48百万円（前年

同期比8.7％増）、営業利益１億93百万円（前年同期比28.1％増）と増収増益となりました。

（その他事業）

ホテル・運送・倉庫の各事業ともに稼働率の改善と経費削減による収益性の向上に努めましたが、その他事業全

体では、売上高１億67百万円（前年同期比9.8％減）、営業利益27百万円（前年同期比33.5％減）と減収減益となり

ました。

 

(2) 財政状態の分析

当第１四半期連結会計期間の総資産は、前連結会計年度末に比べ５億58百万円増加し456億33百万円となりまし

た。これは主に、受取手形及び売掛金が６億１百万円、商品及び製品が12億32百万円増加したことや、現金及び預

金が４億39百万円、投資有価証券が８億47百万円減少したことによるものであります。　

負債につきましては、前連結会計年度末に比べ３億71百万円増加し55億41百万円となりました。これは主に、支

払手形及び買掛金が５億26百万円、その他流動負債が２億53百万円増加したことや、未払法人税等が３億26百万円

減少したことによるものであります。　

純資産につきましては、利益剰余金が１億89百万円増加したこと等により、前連結会計年度末に比べ１億87百万

円増加し400億92百万円となりました。この結果、自己資本比率は87.9％（前連結会計年度末88.5％）となりまし

た。

利益剰余金の変動状況につきましては、四半期純利益の計上による４億80百万円の増加、配当金の支払いによる

２億51百万円の減少等により、前連結会計年度末に比べ１億89百万円増加し251億39百万円となりました。

 

(3) 研究開発活動

当第１四半期連結累計期間の研究開発費の総額は12,212千円であります。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 60,000,000

計 60,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成26年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成27年２月６日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 29,201,735 29,201,735

東京証券取引所
（市場第二部）
名古屋証券取引所
（市場第二部）

単元株式数は100株でありま
す。

計 29,201,735 29,201,735 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成26年10月１日から
平成26年12月31日まで

― 29,201,735 ― 7,410,675 ― 9,100,600
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(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

 

(7) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日である平成26年９月30日の株主名簿により記載しております。

 

① 【発行済株式】

平成26年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式

4,070,300
― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

25,126,800
251,268 ―

単元未満株式
普通株式

4,635
― ―

発行済株式総数 29,201,735 ― ―

総株主の議決権 ― 251,268 ―
 

(注) 「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が500株含まれております。

また、「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数５個が含まれております。

 

② 【自己株式等】

平成26年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有

株式数の割合(％)

(自己保有株式)
日東エフシー株式会社

名古屋市港区いろは町
一丁目23番地

4,070,300 ― 4,070,300 13.93

計 ― 4,070,300 ― 4,070,300 13.93
 

(注) 当第１四半期会計期間末日現在の自己名義所有株式数は4,070,300株、その発行済株式総数に対する所有割合は

13.93％であります。

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(平成26年10月１日から平成

26年12月31日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成26年10月１日から平成26年12月31日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度

(平成26年９月30日)
当第１四半期連結会計期間

(平成26年12月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 9,260,209 8,821,056

  受取手形及び売掛金 3,752,604 4,353,948

  有価証券 3,596,723 3,498,170

  商品及び製品 2,308,866 3,541,449

  仕掛品 178,691 190,179

  原材料及び貯蔵品 2,496,635 2,502,752

  その他 479,334 609,776

  貸倒引当金 △1,017 △1,180

  流動資産合計 22,072,047 23,516,151

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 4,767,085 4,695,633

   土地 12,544,787 12,544,787

   その他（純額） 509,995 630,254

   有形固定資産合計 17,821,868 17,870,676

  無形固定資産 559,952 555,043

  投資その他の資産   

   投資有価証券 3,920,385 3,072,826

   その他 704,546 621,675

   貸倒引当金 △4,111 △2,760

   投資その他の資産合計 4,620,820 3,691,740

  固定資産合計 23,002,640 22,117,460

 資産合計 45,074,688 45,633,612
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度

(平成26年９月30日)
当第１四半期連結会計期間

(平成26年12月31日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 1,832,681 2,359,048

  短期借入金 - 85,725

  未払法人税等 438,305 112,295

  賞与引当金 211,670 105,695

  その他 877,220 1,131,149

  流動負債合計 3,359,877 3,793,914

 固定負債   

  役員退職慰労引当金 232,835 237,522

  退職給付に係る負債 19,201 19,484

  その他 1,558,173 1,490,506

  固定負債合計 1,810,210 1,747,514

 負債合計 5,170,088 5,541,429

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 7,410,675 7,410,675

  資本剰余金 9,100,755 9,100,755

  利益剰余金 24,949,942 25,139,637

  自己株式 △2,127,824 △2,127,824

  株主資本合計 39,333,548 39,523,244

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 553,611 524,698

  繰延ヘッジ損益 33,586 57,339

  退職給付に係る調整累計額 △16,146 △13,099

  その他の包括利益累計額合計 571,051 568,939

 純資産合計 39,904,600 40,092,183

負債純資産合計 45,074,688 45,633,612
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成25年10月１日
　至 平成25年12月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成26年10月１日
　至 平成26年12月31日)

売上高 3,907,413 3,301,083

売上原価 2,843,354 2,365,887

売上総利益 1,064,058 935,195

販売費及び一般管理費 503,924 481,173

営業利益 560,134 454,022

営業外収益   

 受取利息 4,374 5,421

 受取配当金 14,837 17,799

 持分法による投資利益 24,075 47,957

 為替差益 39,115 80,255

 デリバティブ評価益 - 3,192

 その他 60,156 35,708

 営業外収益合計 142,559 190,334

営業外費用   

 支払利息 18 29

 固定資産廃棄損 417 1,620

 デリバティブ評価損 18 -

 滞船料 265 -

 クレーム処理費 217 -

 その他 148 132

 営業外費用合計 1,084 1,782

経常利益 701,608 642,574

特別利益   

 投資有価証券売却益 - 84,314

 固定資産売却益 104,830 -

 特別利益合計 104,830 84,314

税金等調整前四半期純利益 806,438 726,889

法人税、住民税及び事業税 206,896 181,754

法人税等調整額 98,098 64,562

法人税等合計 304,994 246,317

少数株主損益調整前四半期純利益 501,443 480,572

四半期純利益 501,443 480,572
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成25年10月１日
　至 平成25年12月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成26年10月１日
　至 平成26年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 501,443 480,572

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 67,596 △28,912

 繰延ヘッジ損益 1,754 23,752

 退職給付に係る調整額 - 3,047

 その他の包括利益合計 69,350 △2,112

四半期包括利益 570,794 478,459

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 570,794 478,459
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【注記事項】

(会計方針の変更等)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成26年10月１日 至 平成26年12月31日)

(会計方針の変更)

「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」とい

う。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以下

「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられ

た定めについて当第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給

付見込額の期間帰属方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更、割引率の設定方法を割引率決定の基礎とな

る債券の期間について従業員の平均残存勤務期間に近似した年数とする方法から退職給付の支払見込期間及び支

払見込期間ごとの金額を反映した単一の加重平均割引率を使用する方法へ変更いたしました。

退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第１四

半期連結会計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加

減しております。

この結果、当第１四半期連結会計期間の期首の退職給付に係る資産が61,815千円、利益剰余金が39,562千円そ

れぞれ減少しております。また、当第１四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利

益に与える影響は軽微であります。
 

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成25年10月１日

　　至　平成25年12月31日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成26年10月１日

　　至　平成26年12月31日）

減価償却費 120,768千円 106,167千円
 

 

(株主資本等関係)

前第１四半期連結累計期間(自 平成25年10月１日 至 平成25年12月31日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年11月14日
取締役会

普通株式 261,345 10.00 平成25年９月30日 平成25年12月６日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

 

当第１四半期連結累計期間(自 平成26年10月１日 至 平成26年12月31日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年11月14日
取締役会

普通株式 251,314 10.00 平成26年９月30日 平成26年12月５日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間(自 平成25年10月１日 至 平成25年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

  (単位：千円)

 
報告セグメント

その他
(注)

合計
肥料事業 商社事業

不動産賃貸
事業

計

売上高       

外部顧客への売上高 2,730,425 728,999 297,662 3,757,087 150,326 3,907,413

セグメント間の内部売上高
又は振替高

1,488 13,805 22,707 38,002 35,391 73,393

計 2,731,914 742,805 320,370 3,795,089 185,717 3,980,807

セグメント利益 463,075 65,211 150,825 679,112 41,719 720,831
 

(注)　「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、ホテル事業、運送事業及び倉庫事業

を含んでおります。

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

(差異調整に関する事項)

 (単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 679,112

「その他」の区分の利益 41,719

セグメント間取引消去 4,023

全社費用(注) △166,051

その他の調整額 1,330

四半期連結損益計算書の営業利益 560,134
 

(注)　全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。
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Ⅱ 当第１四半期連結累計期間(自 平成26年10月１日 至 平成26年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

  (単位：千円)

 
報告セグメント

その他
(注)

合計
肥料事業 商社事業

不動産賃貸
事業

計

売上高       

外部顧客への売上高 2,456,168 381,875 325,598 3,163,642 137,440 3,301,083

セグメント間の内部売上高
又は振替高

860 9,356 22,707 32,924 30,055 62,980

計 2,457,028 391,232 348,305 3,196,567 167,496 3,364,064

セグメント利益 364,040 20,259 193,262 577,561 27,723 605,285
 

(注)　「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、ホテル事業、運送事業及び倉庫事業

を含んでおります。

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

(差異調整に関する事項)

 (単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 577,561

「その他」の区分の利益 27,723

セグメント間取引消去 4,023

全社費用(注) △155,363

その他の調整額 77

四半期連結損益計算書の営業利益 454,022
 

(注)　全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　

３．報告セグメントの変更等に関する事項

会計方針の変更に記載のとおり、当第１四半期連結会計期間より退職給付債務及び勤務費用の計算方法を変更した

ことに伴い、事業セグメントの退職給付債務及び勤務費用の計算方法を同様に変更しております。

当該変更による当第１四半期連結累計期間のセグメント利益に与える影響は軽微であります。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第１四半期連結累計期間
(自 平成25年10月１日
至 平成25年12月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成26年10月１日
至 平成26年12月31日)

１株当たり四半期純利益 19円19銭 19円12銭

(算定上の基礎)   

四半期純利益(千円) 501,443 480,572

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る四半期純利益(千円) 501,443 480,572

普通株式の期中平均株式数(株) 26,134,512 25,131,429
 

(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益につきましては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

 
２ 【その他】

平成26年11月14日開催の取締役会において、第63期（平成25年10月１日から平成26年９月30日まで）期末配当に

関し、次のとおり決議いたしました。

①　期末配当による配当金の総額                251,314千円

②　１株当たりの金額                             10円00銭

③　支払請求権の効力発生日及び支払開始日　平成26年12月５日

(注) 平成26年９月30日現在の株主名簿に記録された株主に対し、支払を行っております。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成27年２月５日

日 東 エ フ シ ー 株 式 会 社

取　締　役　会　御　中

 

有限責任監査法人　ト ー マ ツ
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   瀧   沢   宏   光   印

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   加   藤   克   彦   印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている日東エフシー株

式会社の平成26年10月１日から平成27年９月30日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間(平成26年10月１日から

平成26年12月31日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成26年10月１日から平成26年12月31日まで)に係る四半期連結財

務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半

期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、日東エフシー株式会社及び連結子会社の平成26年12月31日現在の

財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がす

べての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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